
 

平成28年度 シラバス 
学年・期間・区分 ４年次 ・ 通年 ・ A群 
対象学科・専攻 機械，電気電子，電子制御，情報，都市環境デザイン工学科 

日 本 語 表 現 
（Japanese Literature） 

担当教員 田中 智樹（Tanaka , Motoki） 
小野 益夫（Ono , Masuo） 

教員室 田中：都市環境デザイン工学科棟３階（TEL：42-9040） 
小野： 学生共通棟１階 非常勤講師控室（TEL：42-2167） 

E-Mail 田中： m-tanaka@kagoshima-ct.ac.jp 
小野： 

教育形態／単位の種別／単位数 講義 ／ 学修単位〔講義Ⅰ〕／ ２単位 
週あたりの学習時間と回数 〔授業（90分）＋ 自学自習（60分）〕×30回  ※適宜，補講を実施する 
〔本科目の目標〕 実践的技術者として必要な文章表現能力および口頭表現能力を育成するとともに、進んで表現することによっ

て社会生活を充実させる態度を養う。 
〔本科目の位置付け〕 ３年次における「現代語」の学習をふまえ、より実践的、応用的な言語表現能力の育成をはかる。そのた

め、演習を多く取り入れ、表現形式の習得のみでなく、目的や場に応じて適切かつ効果的に表現する能力の育成を重視する。講義

内容をよく理解し定着させるために、復習として自学自習が必要である。 
〔学習上の留意点〕 日本語に関心を持ち、種々の課題に対し自ら考える態度が必要である。語彙力を強化し表現技法に習熟する。

様々な文章に触れ、教養を深める。提出物を期限内に出す。なお，本科目は学修単位〔講義Ⅰ〕科目であるため，指示内容につい

て60分程度の自学自習（予習・復習）が必要である。 
〔授業の内容〕 

授 業 項 目 時間数 授業項目に対する達成目標 達成 予習の内容 
 
１. 文字と表記 
 
 
２. 語彙・語法 
 
 
３. ことわざ・故事成語 
 
 
―――前期中間試験――

― 
 
４. 文章の種類 
 
 
５. 敬語法 
 
 
６. 文学的文章 
 
 
―――前期期末試験――

― 
 
試験答案の返却・解説 

 
 
７. 原稿用紙の使い方 
 
 
８. 推敲の仕方 
 
 
９. 文章の構成 
 
 
―――後期中間試験―― 

 
５ 
 
 
５ 
 
 
４ 
 
 
 
 
５ 
 
 
５ 
 
 
４ 
 
 
 
 
２ 
 
 
５ 
 
 
５ 
 
 
４ 
 
 
 
 

 
□ 日本語の最も基本である文字と表記について正しく理
解し、正しい日本語表現ができる。 

 
□ 日本語の語彙・語法について理解し、正しく表記するこ
とができる。 

 
□ 日常表現としてのことわざ・故事成語の意味を正しく理
解することで、的確に表現することができる。 

 
授業項目1～３について達成度を確認する。 
 
□ 目的に応じた様々な文章様式を理解することで自分の
考えを適切に伝えることができる。 

 
□ 相手や場面に応じた敬語表現を理解し、適切に用いる
ことができる。 

 
□ 作品の読解を通して、表現方法の多様性と可能性を理
解できる。 

 
・授業項目１～６について達成度を確認する。 
 
・試験において間違った部分を自分の課題として把握する

（非評価項目）。 
 
□ 正しい原稿用紙の使い方を身に付けることができる。 
 
 
□ 正しい文章を自ら導く方法を身に付けることができる。 
 
 
□ 目的に応じた文章構成法を学び、効果的に内容を伝え
ることができる。 

 
・授業項目７～９について達成度を確認する。 
 

＞＞＞ 次頁へつづく ＞＞＞ 

  
・配布プリント及びパーフェク

ト演習の内容把握と解答。 
 
・配布プリント及びパーフェク

ト演習の内容把握と解答。 
 
・配布プリント及びパーフェク

ト演習の内容把握と解答。 
 
 
 
・配布プリント及びパーフェク

ト演習の内容把握と解答。 
 
・配布プリント及びパーフェク

ト演習の内容把握と解答。 
 
・配布プリント及びパーフェク

ト演習の内容把握と解答。 
 
 
 
 
 
 
・配布プリント及びパーフェク

ト演習の内容把握と解答。 
 
・配布プリント及びパーフェク

ト演習の内容把握と解答。 
 
・配布プリント及びパーフェク

ト演習の内容把握と解答。 
 
 
 

 



   
〔授業の内容〕 

授 業 項 目 時間数 授業項目に対する達成目標 達成 予習の内容 
 
 
 
10. 小論文の書き方 
 
 
11. 手紙と事務文章 
 
 
12. 履歴書 
 
 
13. 作品鑑賞 
 
 
―――後期期末試験――

― 
 
試験答案の返却・解説 

 
 
 
４ 
 
 
４ 
 
 
４ 
 
 
２ 
 
 
 
 
２ 

 
＞＞＞ 前頁からのつづき ＞＞＞ 

 
□ 課題を的確に把握し、自分の意見を明確に表現するこ
とができる。 

 
□ 手紙や通知文に関する基本的な知識を身に付け実践
することができる。 

 
□ 履歴書の形式・目的を理解し、作成することができる。 
 
 
□ 作品の趣旨を理解し、味わい、その作品世界を楽しむ
ことができる。 

 
・授業項目７～１３について達成度を確認する。 
 
・試験において間違った部分を自分の課題として把握する

（非評価項目）。 

  
 
 
・配布プリント及びパーフェク

ト演習の内容把握と解答。 
 
・配布プリント及びパーフェク

ト演習の内容把握と解答。 
 
・配布プリント及びパーフェク

ト演習の内容把握と解答。 
 
・配布プリント及びパーフェク

ト演習の内容把握と解答。 
 

〔教科書〕なし 
〔参考書・補助教材〕国語必携 パーフェクト演習 尚文出版、適宜資料を配付する。 
〔成績評価の基準〕中間試験及び期末試験の成績（70％）＋提出物・小テスト等の平常点（30%)-授業態度(最大30%) 
〔本科（準学士課程）の学習・教育到達目標との関連〕  1-a , 2-a 
〔教育プログラムの学習・教育到達目標との関連〕 2-1 , 2-2 
〔JABEEとの関連〕  基準1(2)(a) , 基準1(2)(f) 
〔教育プログラムの科目分類〕 （１）① 
Memo 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  



 
 

 

到 達 目 標 

１．伝達手段としての文字を理解し、日本における文字の獲得から発達の歴史について説明できる。 
２．１の歴史的背景を踏まえた上で、日本語の特徴について説明できる。 
３．日本語の特徴である敬語を理解した上で、適切な敬語表現を用いることができる。 
４．多様な文章作成を通して、自分の考えを明確に文章化し、正確に伝達することができる。 

 

理想的な到達レベル 標準的な到達レベル 要学習レベル 

１ 

文字言語と音声言語の比較から

文字の働きを理解し、日本人が

漢字を輸入し、仮名を発明した

経緯と目的を詳細に説明でき

る。 

文字言語と音声言語の比較から文

字の働きを理解し、講義の概要を

踏まえた上で、日本人が漢字と仮

名を獲得するに至った経緯につい

て説明することができる。 

文字言語と音声言語の比較から文字

の働きについて説明できない。また日

本語を獲得するに至る経緯について

説明できない。 

２ 

日本における文字（仮名、漢字、

熟語）と表現（慣用句、諺、故

事成語、敬語）について、その

特徴を十分に理解した上で、正

確に使用できる。 

日本における文字（仮名、漢字、

熟語）と表現（慣用句、諺、故事

成語、敬語）の特徴を、講義の概

要を踏まえた上で説明ができ、ま

た使用することができる。 

日本における文字（仮名、漢字、熟語）

と表現（慣用句、諺、故事成語、敬語）

についての知識が不十分であり、日本

語の特徴を説明することができない。 

３ 

日本における敬語法の発達とそ

の理由を踏まえた上で、各種文

章に応じた敬語法を適切に用い

ることができる。 

演習を通して基本的な敬語法の知

識が身に付いており、各種文章に

応じた敬語法を適切に用いること

ができる。 

日本における敬語法の発達とその理

由について説明ができず、各種の文章

に応じた敬語法の使用が不十分であ

る。 

４ 

実践的な演習により自己分析を

深めた上で、意思や目的、感情

など、文章に応じた伝達内容を

明確に文章化し、正確に伝える

ことができる。 

実践的な演習による自己分析を通

して、意思や目的、感情など、文

章に応じた伝達内容を文章化し、

相手に伝えることができる。 

演習による表現方法や論理構成術の

習得が不十分であり、自分の意思や目

的、感情を明確に文章化できず、正確

に伝えることができない。 

到達基準 



 

平成28年度 シラバス 
学年・期間・区分 ４年次 ・ 前期／後期 ・ A群 
対象学科・専攻 前期： 電気電子，情報工学科 

後期： 機械，電気制御，都市環境デザイン工学科 

保 健 体 育 
（Physical Education） 

担当教員 北薗 裕一（Kitazono , Yuichi） 
堂園 一 （Douzono , Hajime） 
山崎  亨 （Yamasaki , Toru） 

教員室 体育館２階（TEL&FAX：42-9065 または42-9066） 
E-Mail kitazono@kagoshima-ct.ac.jp 

教育形態／単位の種別／単位数 講義・実習 ／ 履修単位 ／ １単位 
週あたりの学習時間と回数 〔授業（90分）〕×15回 
〔本科目の目標〕 運動の合理的な実践と健康についての基礎的な事項について科学的な理解を深め，これらに基づいて自ら進ん

で積極的なスポーツ活動への参加と，健康の保持増進に関する問題を解決する能力を養う。 
〔本科目の位置付け〕 心身共に健康な技術者としての身体の基礎づくり。体育・スポーツ活動の実践を通して，相手の立場に立

ってものを考え、グローバルに活躍できる人間性の育成。 
〔学習上の留意点〕 教科書「運動と健康の科学」及び参考書「マイ・スポーツ」の授業に関連するところを読み理解すること。

実技においては，教材（運動場・体育館）を考えて正しい服装と，体育用具等の管理，安全に十分留意すること。 
〔授業の内容〕 

授 業 項 目 時間数 授業項目に対する達成目標 予習の内容 
 
1．オリエンテーション 

 

 

 

 
２ 

 

 
 

 
□ (1) 選択制授業のガイダンスを理解することができる。 
□ (2) AED（自動体外式除細動器）の取り扱い方法と一次

救命処置が理解できる。  
 

 
参考書「マイ・スポーツ」による 
 
 
 

注）選択制12：授業項目2～11については，各種目12時間をワンセットとして， 
  種目選択の機会を２回設定する．従事時間合計24時間（＝12時間×2種目）． 

 

2．バレーボール 

 

 

 

 

3．テニス 

 

 

 

 

4．ソフトテニス 

 

 

 

 

5．ソフトボール 

 

 

 

6．ゴルフ 

 

 

 

7．サッカー 

 

 

 

 

 

選択制 

12 

 

 

 

選択制 

12 

 

 

 

選択制 

12 

 

 

 

選択制 

12 

 

 

選択制 

12 

 

 

選択制 

12 

 

 

 

 
□ (1) パス、スパイク、サービスができる。 
□ (2) 1・5 フォーメーションゲーム、審判を行うことができ

る。 
 
 
□ (1) 基礎技術練習：グリップ、ラケットワーク、ストロー

ク、サービス、ネットプレイ 
□ (2) ゲームの進め方、審判法、ゲーム（シングル、ダブ

ルス） 
 
□ (1) 基本技能 ：  

ストローク、サービス、ボレーができる。 
□ (2) 雁行陣・平行陣のゲームができる。 
 
 
□ (1) 基本技能の復習ができる。 
□ (2) ゲーム、審判を行うことができる。 
 
 
□ (1) クラブの種類と構造、握り方を理解できる。 
□ (2) スイングの基本と練習ができる。 
 
 
□ (1) 基礎技術及びシュート練習ができる。 
□ (2) 4・3・3 システムフォーメーションの理解とゲーム、審

判を行うことができる。 
 
 

 
P.187-P.205の内容について、特

に集団技能の練習法とチーム

フォーメーションを理解してお

く。 
 
P.207-P.216の内容について、正

規のシングルス、ダブルスの戦

術的理解とゲームの進め方を

理解しておく。 
 
P.217-P.226の内容について、正

式なルールにより、ペアで作戦

を立ててのゲームを理解して

おく。 
 
P.251-P.263の内容について、特

にチームプレイの徹底を理解し

ておく。 
 
P.386-P.387 の内容について、

特にプレイ上のエチケットとマ

ナーを理解しておく。 
 
P.147-P.165 の内容について、

特にゲームスタイルの変遷を理

解しゲームに応用できるように

しておく。 
 

  ＞＞＞ 次頁へつづく ＞＞＞  
 



 
〔授業の内容〕 

授 業 項 目 時間数 授業項目に対する達成目標 予習の内容 
  ＞＞＞ 前頁からのつづき ＞＞＞  

注）選択制12：授業項目2～11についていは，各種目12時限をワンセットとして， 
  種目選択の機会を２回設定する．従事時間合計24時限（＝12時限×2種目）． 

 

8．バスケットボール 

 

 

 

 

9.水 泳 

 

 

 

10．バドミントン 

 

 

 

 

11．卓球 

 

 

 

 

 

選択制 

12 

 

 

 

選択制 

12 

 

 

選択制 

12 

 

 

 

選択制 

12 

 

 

 

 
□ (1) 基礎技術の習熟：レイアップショット、リバウンドボー

ル、ドリブルなどができる。 
□ (2) 集団技術：セットオフェンス、マンツーマン・ゾーン

の理解とゲーム・審判を行うことができる。 
 
□ (1) ４泳法のスタートができる。  
□ (2) 25m のタイム測定ができる。 
 
 
□ (1) 基本技能の理解と練習：正しいスタンス、グリップに

ついて理解できる。 
□ (2) ゲーム（シングルス、ダブルス）、審判を行うことが

できる。 
 
□ (1) 基本的な打球のコース（サービスも含む）を理解し

て基本練習を行うことができる。 
□ (2) ゲーム（シングルス、ダブルス）、審判行うことがで

きる。 
 

 
P.103-P.127の内容について、特

にマンツーマン、ゾーンの考え

を理解してゲームができるよう

にしておく。 
 
P.87-P.101の内容について、健

康面の効果や、安全、救助法に

ついても理解しておく。 
 
P.239-P.249の内容について相

手に応じて作戦を立ててゲー

ムすることを理解しておく。 
 
 
P.227-P.237の内容について入

射角と反射角、ボールの回転と

反発の科学的理解をしておく。 
 
 

 

12.保健体育理論 

 

 

 

 

 
４ 

 

 

 

 

 
□ (1) スポーツと心の関係について理解できる。 
□ (2) 食事と健康について理解できる。 
 
 
 

 
P.86-P.95及びP.108- P.128の内

容について、教科書「運動と健

康の科学」を読んで概要を把握

しておく。 
 

〔教科書〕       保健体育理論 『運動と健康の科学』 伊藤道郎 他（鈴木製本所） 
〔参考書・補助教材〕  体育実技   『マイ・スポーツ』 高橋建夫 他（大修館書店） 
〔成績評価の基準〕   技能（80％）＋ レポート（20％）－ 授業態度（30％） 

〔本科（準学士課程）の学習・教育到達目標との関連〕  ４－b 
〔教育プログラムの学習・教育到達目標との関連〕 ４－１ 
〔JABEEとの関連〕 基準1(2)(b) 
〔教育プログラムの科目分類〕 (2)① 

Memo  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

平成28年度 シラバス 
学年・期間・区分 ４年次 ・ 通年 ・ A群 
対象学科・専攻 機械，電気電子，電子制御，情報，都市環境デザイン工学科 

英 語 Ⅳ 
（English Ⅳ） 

 

担当教員 塚崎 香織（Tsukazaki , Kaori） 
アニス・ウル・レーマン（Rehman, Anis Ur） 
新福 豊実(Shimpuku, Toyomi) 

教員室 塚崎：都市環境デザイン工学科棟3階  （TEL：42-9061） 
レーマン：都市環境棟３階（TEL：0995-42 -9059） 
新福：学生共通棟１階 非常勤講師控室（TEL：42-2167） 

E-Mail 塚崎： tukazaki@kagoshima-ct.ac.jp 
レーマン：          @kagoshima-ct.ac.jp 

教育形態／単位の種別／単位数 講義 ／ 学修単位〔講義Ⅰ〕／ 2単位 
週あたりの学習時間と回数 〔授業（90分）＋自学自習（60分）〕×30回  ※適宜，補講を実施する 
〔本科目の目標〕 実用英語能力の向上を目指し、一例としてTOEICに対処できるリスニング、および語彙力、構文、読解等の学

習強化をはかる。 
〔本科目の位置付け〕 3年次までの英語の復習および発展・強化を主軸とする。 
〔学習上の留意点〕 予習・復習を十分に行い、各自、語彙力、文法力、読解力、リスニング力の強化のため、日々英語学習に取り組むこ

と。なお，本科目は学修単位〔講義Ⅰ〕科目であるため，指示内容について 60 分程度の自学自習（予習・復習）が必要である． 
〔授業の内容〕 

授 業 項 目 時間数 授業項目に対する達成目標 達成 予習の内容 
1．College Life (1) 
2．College Life (2)  
3．Hobbies 
 

－前期中間試験－ 
 
4．Romance 
5．Transportation 
6．Business 
7．Society 
 
  ―前期期末試験－ 
 

試験答案の返却・解説 
 
8．Health 
9．The Environment  
10．Medicine 
 

－後期中間試験－ 
 
11．Finance 
12．Shopping 
13．Careers 
14．Art 
 

－後期期末試験－ 
試験答案の返却・解説 

4 
4 
4 
 
 
 
4 
4 
4 
4 
 
 
 
2 
 
4 
4 
4 
 
 
 
4 
4 
4 
4 
 

 
2 

□ 英語の音声の規則が理解できる。 
□ 品詞が理解できる。 
□ 自動詞・他動詞が理解できる。 
 
授業項目1－3 について達成度を確認する。 
 
□ 英語の音声の規則が理解できる。 
□ ５文型が理解できる。 
□ 時制が理解できる。 
□ 完了形が理解できる。 
 
授業項目4-7 について達成度を確認する。 
 
試験において誤った部分を理解できる。 
 
□ 英語の音声の規則が理解できる。 
□ 助動詞が理解できる。 
□ 不定詞が理解できる。 
 
授業項目8-10 について達成度を確認する 
 
□ 英語の音声の規則が理解できる。 
□ 分詞が理解できる。 
□ 動名詞が理解できる。 
□ 品詞が理解できる。 
 
授業項目 11-14 について達成度を確認する。 
試験において誤った部分を理解できる。 

 

テキストの演習問題、単語・

語句を調べ、英文の内容を

理解し、リスニングを行う。 
 
 
 
テキストの演習問題、単語・

語句を調べ、英文の内容を

理解し、リスニングを行う。 
 
 
 
 
 
 
テキストの演習問題、単語・

語句を調べ、英文の内容を

理解し、リスニングを行う。 
 
 
 
テキストの演習問題、単語・

語句を調べ、英文の内容を

理解し、リスニングを行う。 
 

〔教科書〕             Power-UP English <Pre-Intermediate>     南雲堂 
〔参考書・補助教材〕  プリント、英和辞典、和英辞典、電子辞書 
〔成績評価の基準〕中間試験及び期末試験(70％) + 小テスト・提出物(30％)－ 授業態度(上限10％) 
〔本科（準学士課程）の学習・教育到達目標との関連〕 2－b , 4－b 
〔教育プログラムの学習・教育到達目標との関連〕 2－3, 4－3 
〔JABEEとの関連〕 基準1(2)(a), 基準1(2)(f) 
〔教育プログラムの科目分類〕 (1) ② 

Memo  

 



 

平成28年度 シラバス 
学年・期間・区分 ４年次 ・ 通年 ・ A群 
対象学科・専攻 機械，電気電子，電子制御，情報，都市環境デザイン工学科 

ド イ ツ 語 Ⅰ 
（Deutsch Ⅰ） 

担当教員 保坂 直之（Hosaka , Naoyuki） 
教員室 都市環境デザイン工学科棟3F（TEL：42－9064） 
E-Mail hosaka＠kagoshima-ct.ac.jp 

教育形態／単位の種別／単位数 講義 ／ 学修単位〔講義Ⅰ〕／ ２単位 
週あたりの学習時間と回数 〔授業（90分）＋自学自習（60分）〕×30 回  ※適宜，補講を実施する  
〔本科目の目標〕視聴覚教材を用いて、ドイツさらにはヨーロッパの文化やものの見方に触れさせ、さまざまな異文化を受け入れ

る多角的な視野を身につけるとともに、簡単な日常的コミュニケーションが可能な程度の基礎的語学力を養うことを目標とする。

（初級ドイツ語前半） 
〔本科目の位置付け〕本科目の学習は、初級ドイツ語全体を習得するための基礎的知識となる。また、さまざまな語学を実践的に

学習するための方法的感覚も養う。 
〔学習上の留意点〕視聴覚教材を中心に据え、生きたドイツ語を聞き、話す、コミュニケーション主体の発信（対話）型授業を行い、あわせ

て音楽、映画、新聞、雑誌、テレビニュース等を随時授業に導入する。授業ではグループワークなどの活動の時間も多い。 授業内容をよ

く理解するために、テキストの音読や課題学習などを含む復習、小テストへの準備など、60 分程度の自学自習が必要である。 
〔授業の内容〕 

授 業 項 目 時間数 授業項目に対する達成目標 達成 予習の内容 
1.A.自己紹介・友人の紹介 
 
1.B.対話で…, L-1、2 
1.C.文法：動詞の現在人称変化１ 
1.D.講読練習 
 
（教場試験） 
 
2.A.対話で…, F-3 
2.B.文法：sein動詞と名詞 
2.C.講読練習 
 
 
（前期末試験） 
（答案返却・解説） 
 
3.A.対話で…, F-4 
3.B.文法：現在人称変化2・ 

所有冠詞、定冠詞類、親称du 
3.C.講読練習（Guten Tag1） 
 
（教場試験） 
 
4.A.対話で…, F-5 
4.B.文法：名詞の4格、前置詞、 
否定、ja, nein, doch 

4.C.講読練習（Guten Tag2） 
 
 
（学年末試験） 
（試験答案の返却・解説） 

14 
 
 
 
 
 
1 
 

14 
 
 
 
 
 
1 
 

14 
 
 
 
 
1 
 

14 
 
 
 
 
 
 
1 

□ *動詞の人称を自由に変えて、自己紹介・友人の紹

介ができる。 
□ *挨拶、丁寧な命令文、疑問文が使える。 
□ *口頭練習した内容での講読練習ができる。 
□ *ドイツ語の発音の基本に従って発音できる。 
 
（授業項目1 について達成度を確認する） 
 
□ *sein 動詞を人称変化させることができる。 
□ *名詞の性・名詞の 1 格、複数形の使い分けができ

る。 
□ *口頭練習した内容での講読練習ができる。 
 
 
（授業項目1、2 について達成度を確認する） 
（試験の答案を評価できる） 
 
□ *部屋探しの表現、親称du が使える。 
□ *現在人称変化で語幹の変化の使い分けができる。 
□ *冠詞類の変化ができる。 
□ *口頭練習した内容での講読練習ができる。 
 
（授業項目3 について達成度を確認する） 
 
□ *4 格支配の前置詞を使うことができる。 
□ *haben を使った表現、es gibt...が使える。 
□ *否定冠詞を理解し、ja と doch を使い分けできる。 
□ *口頭練習した内容での講読練習ができる。 
 
 
（授業項目4 について達成度を確認する） 
（試験の答案を評価できる） 

 ・挨拶表現などについて配布

されるプリントの内容および

指定された文法書の頁を予

習すること。 
 
 
 
 
・指定された文法書の頁を予

習すること。 
 
 
 
 
 
 
・指定された文法書の頁を予

習すること。 
 
 
 
 
 
 
・指定された文法書の頁を予

習すること。 
 
 
 
 
 
 

〔教科書〕 Guten Tag, Goethe Institut, Langenscheidt(プリント配布), 『クラッセ』（谷澤優子他著）白水社 
〔参考書・補助教材〕 『やさしい！ドイツ語の学習辞典』同学社 
〔成績評価の基準〕定期試験（１００％）（辞書持込可）－授業態度（１０％） 
〔本科（準学士課程）／専攻科課程の学習・教育到達目標との関連〕 4-b 
〔教育プログラムの学習・教育到達目標との関連〕 2-3 , 4-3 
〔JABEEとの関連〕 基準1(2)(a) 、基準1(2)(f) 
〔教育プログラムの科目分類〕(1)② 

Memo  

 



 

平成28年度 シラバス 
学年・期間・区分 ４年次 ・ 後期 ・ B群 
対象学科・専攻 機械，電気電子，電子制御，情報，都市環境デザイン工学科 

哲 学 
（Philosophy） 

担当教員 町 泰樹（Machi , Tiki） 
教員室 都市環境デザイン工学科棟３階（TEL：42-9043） 
E-Mail machi@kagoshima-ct.ac.jp 

教育形態 ／ 単位の種別 ／ 単位数 講義 ／ 学修単位〔講義Ⅱ〕／ ２単位 
週あたりの学習時間と回数 〔授業（90分）＋自学自習（210分）〕×15回  ※適宜，補講を実施する 
〔本科目の目標〕 哲学・倫理学上の問題を、二項対立の図式化のもとで考察する。それによって、現代の哲学・倫理学では何が

問われているのかを理解し、議論を整理しながら各種問題の本質を捉えることが本科目の目標である。 
〔本科目の位置付け〕 ２年次の「倫理」の延長として位置し、さまざまな学説の理解のもとで問題を考察する。５年次の人文社

会科学の諸教科、「技術倫理総論」、および専攻科２年の「技術倫理」と関連する教科である。 
〔学習上の留意点〕 単になる暗記に終わることなく、自分自身で問題を考え抜く態度を身につけること。教科書や適宜配布する

プリントを参考に毎回復習し、200分以上の自学自習を行うこと。 
〔授業の内容〕 

授 業 項 目 時間数 授業項目に対する達成目標 達成 予習の内容 
 
１．道徳の源泉は 

どこにあるか 
２．ロボットと人間の 

違いは？ 
３．夢と現実の違いは？ 
４．自由は本当にあるのか 
５．自由と平等は 

両立するのか 
６．自分の身体を自由に 

できるのか 
後期中間試験 

 
７．人間は自由に 

耐えられるか 
８．法と道徳は一致すべきか 
９．営利行為は悪か 
10．「時間」は実在するのか？ 
11．合理的な生き方とは 

何か？ 
12．種の保存は大事か？ 
13．男性と女性の差異は 

差別か 
14．生命は何故尊重されるか 
15．人生に意義はあるのか 
16．快楽を求めることは悪か 
 
 

後期期末試験 
 

試験答案の返却・解説 
 

 
2 
 
2 
 
2 
2 
2 
 
2 
 
 
 
2 
 
2 
2 
2 
2 
 
2 
1 
 
1 
1 
1 
 
 
 
 
2 
 

 
□ ギュゲスの指輪の例が示す意義を理解できる。理性説
や感情説の議論を正しく理解できる。 
□ 心身二元論を正しく理解できる。 
 
□ デカルトなどの議論を正しく把握できる。 
□ カントの自由意志論を理解できる 
□ ロールズの正義論を理解できる。 
 
□ ロックの自己所有権の概念の問題点を理解できる。 
 
１～６までの理解度を確認する。 
 
□ 自由、寛容の限界について理解を深める。 
 
□ ソクラテスの死通じ、悪法問題の枠組を理解できる。 
□ 営利行為を称賛・批難する議論を理解できる。 
□ 時間の概念について多角度的に理解できる。 
□ 「合理性」について多角度的に検証できる。 
 
□ 西洋における人間中心主義の功罪を理解できる。 
□ フェミニズムについて理解を深める。 
 
□ バイオエシックスにおける事例を正しく理解できる。 
□ ニーチェ思想、ニヒリズムの概念について理解できる。 
□ 健全な市民社会がどのようなものであるのかについて
理解できる。 

 
７～16までの理解度を確認する。 
 
試験において間違った部分を自分の課題として把握する

（非評価項目）。 

  
左の項目について、図書館

の文献やインターネット等を

使って調べ、概略を理解して

おく。 
 
以下同様 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔教科書〕 なし 
〔参考書・補助教材〕 必要な資料文献は適宜プリントして配布する。 
〔成績評価の基準〕 中間試験および期末試験成績（100％）― 授業態度（20％） 
〔本科（準学士課程）の学習・教育到達目標との関連〕 1-a , 4-a 
〔教育プログラムの学習・教育到達目標との関連〕 1-1 , 4-1 
〔JABEEとの関連〕 基準1(2)(a), 基準1(2)(b) 
〔教育プログラムの科目分類〕(1)① 

Memo  

 

 



 

平成28年度 シラバス 
学年・期間・区分 ４年次 ・ 前期 ・ B群 
対象学科・専攻 機械，電気電子，電子制御，情報，都市環境デザイン工学科 

倫 理 学 
（Ethics） 

担当教員 町 泰樹（Machi , Taiki） 
教員室 都市環境デザイン工学科棟３階（TEL：42-9043） 
E-Mail machi@kagoshima-ct.ac.jp 

教育形態 ／ 単位の種別 ／ 単位数 講義 ／ 学修単位〔講義Ⅱ〕／ ２単位 
週あたりの学習時間と回数 〔授業(90分) ＋ 自学自習(210分)〕×15回  ※適宜，補講を実施する 
〔本科目の目標〕 日常生活において出会うさまざまな倫理的問題がどういう問題なのかを具体的事例に基づき考察する。それに

よって、現代の倫理学は何を問うているのかを理解するのが本科目の目標である。 
〔本科目の位置付け〕 ２年次の「倫理」の延長として位置し、主に義務論・功利主義を区別・批判しながら諸問題を考察する。

５年次の人文社会科学の諸教科、「技術倫理総論」、および専攻科２年の「技術倫理」と関連する教科である。 
〔学習上の留意点〕 単になる暗記に終わることなく、自分自身で問題を考え抜く態度を身につけること。教科書や適宜配布する

プリントを参考に毎回復習し、200分以上の自学自習を行うこと。 
〔授業の内容〕 

授 業 項 目 時間数 授業項目に対する達成目標 達成 予習の内容 
 
１．嘘はゆるされるか 
２．多数者の犠牲は 

許されるか 
３．誰を救うか？ 
４．エゴイズムに基づく行為 
５．どうすれば幸福の計算が 

できるのか 
６．判断能力があるとは？ 
７．「である」から「べきである」を 

導き出すことはできないか 

 
 

前期中間試験 
 
８．正義の原理は純粋な 

形式で決まるのか？ 
９．思いやり道徳の規則とは 
10．正直者が損しないように 
11．他人に迷惑をかけなければ 

何をしてもよいか 
12．貧しい人を助けるのは 

豊かな人の義務であるか。 

13．現在の人間には未来の 

人間に対する義務があるか 
14．正義は時代によって 

変わるか 
15．科学の発達に限界を 

定めることができるか 
 

前期期末試験 
試験答案の返却・解説 

 
2 
2 
 
2 
2 
2 
 
2 
 
2 
 
 
 
 
2 
 
2 
2 
2 
 
2 
 
2 
 
1 
 
1 
 
 
 
2 

 
□ 行為規範の普遍妥当性を理解できる。 
□ 生存功利主義とサバイバル・ロッタリーを理解できる。 
 
□ 功利主義と義務論的な立場との違いを理解できる。 
□ 快楽主義の意義について理解する。 
□ 厚生経済学の理念について理解する。 
 
□ バイオエシックスにおける人格概念を理解できる。 
□ 自然主義的誤謬批判の立場とそれに関連する直覚主

義、情緒主義、世俗的主意主義などの議論を理解でき

る。 
 
１～７についての達成度を確認する。 
 
□ カントの定言命法とヒュームの正義論、ミルの功利主義

的な普遍化理論を理解できる。 
□ 黄金律と互酬性、道徳の基本構造を理解できる。 
□ 囚人のジレンマの構造、ただ乗り問題を理解できる。 
□ 他者危害原則、愚行権を中心とする自由主義の立場と

その問題点を理解できる。 
□ ミルの自由主義の背景になっている、相互的な完全義

務と恩恵的な不完全義務について理解できる。 
□ 世代間倫理、「恩」の概念を理解できる。 
 
□ 相対主義に関する議論の構造を理解できる。 
 
□ 科学技術の功罪、可能性と危険性を理解できる。 
 
 
８～１５についての達成度を確認する。 
各試験において間違えた部分を自分の課題として博する

（非評価項目）。 

  
教科書pp.17-27 
教科書pp.28-37 
 
教科書pp.38-49 
教科書pp.50-64 
教科書pp.65-84 
 
教科書pp.85-99 
教科書pp.100-116 
 
 
 
 
 
教科書pp.117-129 
 
教科書pp.130-150 
教科書pp.151-166 
教科書pp.167-189 
 
教科書pp.190-203 
 
教科書pp.204-219 
 
教科書pp.220-233 
 
教科書pp.234-246 
 
 
 
 

〔教科書〕 『現代倫理学入門』（加藤尚武著、講談社学術文庫、１９９７） 
〔参考書・補助教材〕 必要な資料文献は適宜プリントして配布する。 
〔成績評価の基準〕 中間試験および期末試験成績（100％）― 授業態度（20％） 
〔本科（準学士課程）の学習・教育到達目標との関連〕 1-a , 4-a 
〔教育プログラムの学習・教育到達目標との関連〕 1-1 , 4-1 
〔JABEEとの関連〕 基準1(2)(a), 基準1(2)(b) 
〔教育プログラムの科目分類〕(1)① 

Memo  

 



 

平成28年度 シラバス 
学年・期間・区分 ４年次 ・ 前期 ・ B群 
対象学科・専攻 機械，電気電子，電子制御，情報，都市環境デザイン工学科 

社会概説Ⅰ（歴史Ⅰ） 
Introduction to Social Study Ⅰ 

（HistoryⅠ） 

担当教員 鮫島 俊秀（Sameshima , Toshihide） 
教員室 非常勤講師控室(2167) 
E-Mail gkxj3mamj@i.softbank.jp 

教育形態 ／ 単位の種別 ／ 単位数 講義 ／ 学修単位〔講義Ⅱ〕 ／ ２単位 
週あたりの学習時間と回数 〔授業（90分）＋自学自習（210分）〕×15回  ※適宜，補講を実施する 
〔本科目の目標〕 よき技術者としてだけではなく、よき市民として現代社会及び人類の未来に貢献できるに足る歴史的知識及び

歴史的思考力を養うことを目標とする。 
〔本科目の位置付け〕 １、２、３年次の世界史、日本史、倫理、政経における学習内容を基礎とする。毎回切り口となるテーマ

を変えて、現代を知るための歴史を学ぶ。 
〔学習上の留意点〕 我々の生きている現代は人類の様々な営みの上に築かれたものである。現代社会を理解するためにも興味を

持って講義を聴くことが肝要。また、時事問題も適宜扱っていくため、事前に新聞記事等にも目を通すなどの予習が必要。さらに、

講義終了後、ノート・資料の整理等の復習を行う。なお、演習形式の授業も計画しているため、希望者多数の場合は、受講者を 40
名程度に絞る予定である。 
〔授業の内容〕 

授 業 項 目 時間数 授業項目に対する達成目標 達成 予習の内容 
 
１．人類と社会の誕生 
 
２．日本人はどこから来た

か 

３．文字・言葉・恋の「う

た」 
４．芸能を通して世の中を

観る 

５．戦国時代を題材に二つ 
 

６．宗教を通して世の中を

観る 
７．朝鮮半島の話 
８．沖縄の話 
 
９．戦争の話 
 
１０．「事実」と「真実」

について 
 

--- 後学期末試験 --- 
 

試験答案の返却・解説 
 
 

 
２ 
 
４ 

 
２ 
 
２ 
 
２ 
 
２ 
 
２ 
４ 
 
４ 

 
４ 
 
 
 
 
２ 
 

 
□人類の発祥と社会の成立についての概要を説明する

ことができる。 
□日本人のルーツについての諸説を説明することがで

きる。 
□言葉の持つ意味について説明することができる。 
 
□古典芸能の本質について説明することができる。 
 
□郷土史研究の実例を題材に歴史研究の手法を説明す

ることができる。 
□宗教の本質について説明することができる。 
 
□現代の朝鮮半島の情勢を説明することができる。 
□終戦から現代までの沖縄の状況について説明するこ

とができる。 
□庶民の目から見た戦争について説明することができ

る。 
□現代社会を生きていくうえで必要なテーマ史、時事問

題について理解を深め説明することができる。 
 
授業項目1～10について達成度を確認する。 
 
試験において間違えた部分を自分の課題として把握す

る(非評価項目)。 
 

 
□  

 
新聞を読む。 
テレビ等のニュースをチェッ

クする。 
図書館等で関連文献を読ん

でおく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔教科書〕 なし 
〔参考書・補助教材〕 なし 

〔成績評価の基準〕 定期試験(70%)＋平常テスト・レポート(30%)－授業態度（上限15％） 

〔本科（準学士課程）の学習・教育到達目標との関連〕 1-a , 4-b 

〔教育プログラムの学習・教育到達目標との関連〕 1-1 , 4-1 
〔JABEEとの関連〕 基準1(2)(a), 基準1(2)(b) 
〔教育プログラムの科目分類〕(1)① 

Memo  

 

 

 

 

 



 
 

平成28年度 シラバス 
学年・期間・区分 4年次 ・ 後期 ・B群 
対象学科・専攻 機械， 電気電子， 電子制御， 情報， 都市環境デザイン 

社会概説Ⅱ 
Introduction to Social Study II 

担当教員 林 良平（Hayashi ，Ryohei） 
教員室 都市環境デザイン工学科棟3階 (Tel:42-9044) 
E-Mail hayashi@kagoshima-ct.ac.jp 

教育形態／単位の種別／単位数 講義 ／学修単位〔講義Ⅱ〕／ 2単位 
週あたりの学習時間と回数 〔授業（90分）＋自学自習（210分）〕× 15回 
〔本科目の目標〕社会をモデル化した上で，数学を用いて演繹し，有用な教訓を導出できるようにする． 
〔本科目の位置付け〕3年次で学習した政治・経済を基礎にして，社会選択理論，経営管理論，成長理論の入門レベルを総合的に学

習する．5年次に開講される経済学，社会概説Ⅳと合わせて学ぶことで，ミクロ経済学の入門レベルを修得できる． 
〔学習上の留意点〕本科目はスライド資料，板書に従って行う．授業資料は授業中に配布するほか，Moodle 上にアップロードされ

ている．これらの資料を各自で復習に活用すること． 
本科目は学修単位〔講義Ⅱ〕であり，自学自習(210 分)が学習時間として割り当てられていることに留意し，自ら授業の予習・復

習に努め，毎時の授業内容を確実に理解することを求める．試験においては自学自習を当然行ったものと前提して評価する． 
〔授業の内容〕 

授 業 項 目 時間数 授業項目に対する達成目標 達成 予習の内容 
 
1. 投票の数理 
 
 
2. 権力の数理 
 
 
3. 共有の数理 

 
 

4. 分配の数理 
 

5. 流通の数理 
 

6. 探索の数理 
 
 

7. ネットワークの数理 
 
 

8. スケジュールの数理 
 
 

9. 人口成長モデル 
 

10. ファイナンシャル数理 
 

--- 期末（定期）試験 --- 
試験答案の返却・解説 

 

 
2 
 
 
2 
 
 
1 
 
 
2 
 
1 
 
2 
 
 
1 
 
 
1 
 
 
1 
 
1 
 
1 

 

 
□ 民主主義のパラドクスをモデル化し，数式を用いて説

明できる． 
 

□ 投票の重み付け方法をモデル化し，数式を用いて説

明できる． 
 
□ 公平分配ゲームをモデル化し，数式を用いて説明で

きる． 
 

□ 分配をモデル化し，数式を用いて説明できる． 
 
□ 流通をモデル化し，数式を用いて説明できる． 
 
□ サラリーマン巡回問題をモデル化し，数式を用いて

説明できる． 
 
□ 現実のネットワーク問題をモデル化し，数式を用いて

説明できる． 
 
□ スケジュール管理問題をモデル化し，数式を用いて

説明できる． 
 
□ 人口成長をモデル化し，数式を用いて説明できる． 
 
□ 利率の計算を，数式を用いて説明できる． 

 
授業項目1.～10.の達成度を確認する． 
試験において間違えた部分を自分の課題として把握する

（非評価項目）． 
 

  
経済学で多用される基礎数

学を復習し，十分に習得して

おく．(直線と 1 次式，放物
線，2 次関数，最大最小，分
数関数，平方根の関数，累乗

と累乗根，指数関数と対数関

数，微分法) 
実験の実施，結果の発表に

備え実験計画や報告準備を

十分に行う． 

〔教科書〕なし． 
〔参考書〕Peter Tannenbaum, “Excursions in Modern Mathematics”, 8th edition, Pearson Education, 2014 
〔成績評価の基準〕定期試験の得点(70%) ＋ 小テストの得点(30%) 
〔本科（準学士課程）の学習・教育到達目標との関連〕 1-a, 4-b 
〔教育プログラムの学習・教育到達目標との関連〕 1-1, 4-1 
〔JABEEとの関連〕 基準1(2)(a), 基準1(2)(b) 
〔教育プログラムの科目分類〕(１)① 

Memo  

 



平成28年度 シラバス 
学年・期間・区分 ４年次 ・ 前期／後期 ・ Ｂ群 
対象学科・専攻 機械，電気電子，電子制御，情報，都市環境デザイン工学科 

文 学 概 論 
（Introduction to Literature） 

担当教員 保坂直之（Hosaka, Naoyuki） 
教員室 都市環境デザイン工学科棟3F（TEL：42-9064） 
E-Mail hosaka@kagoshima-ct.ac.jp 

教育形態／単位の種別／単位数 講義 ／ 学修単位〔講義Ⅱ〕／２単位 
週あたりの学習時間と回数 〔授業（90 分）＋自学自習（210分）〕×15回  ※適宜，補講を実施する 
〔本科目の目標〕 日本および欧米における近代・現代の韻文・ドラマ・散文作品を鑑賞・分析・批評し、文芸作品を味わうための方法を養いながら、日本語

の豊かな表現力を身に付けることを目指す。 

〔本科目の位置付け〕 国語の授業の延長線上にあるだけではなく、批評という行為には歴史・経済・文化へのさまざまな知識の有無が問われるという意

味で、本科目は語学を含めたさまざまな基礎教養科目の結節点でありうる。同時に説得力のある文章を書く、という演習的要素（作文指導）も加えて、実践的

な言語表現力の養成も図る。 

〔学習上の留意点〕 概論ではあるが、演習的要素も加味されている。つまり、鑑賞や分析（方法の例示）においては受身的な講義になろうが、授業時間で

のディスカッションやそれをもとにしたレポート執筆においては受講生（＝批評者）の主体的な発言・発表も求められる。文学を通して自らを主張する楽しさも

味わってほしい。鑑賞には日本語だけでなく英語・ドイツ語の基礎的知識が必要な場合もある。 

〔授業の内容〕 
授 業 項 目 時間数 授業項目に対する達成目標 達成 予習の内容 

(A) 序論・批評とは 
1 作品評価と根拠 
 
(B) 散文（現代小説作品） 
2 キャラクタ設定 
3 プロット（筋の展開）構成 
4 ジャンル論・作家論 
（2,3,4 は評価の高い最近の小説

作品をその都度取り上げる） 
 

 
3 
 
 
4 

   4 
4 
 
 

 
□1 根拠を明示しながら作品を批評できる。 
 
 
□2 小説作品でのキャラクタ設定を観察して作品批評できる。 
□3 小説作品のプロット構成を観察して作品批評できる。 
□4 ジャンル・作家に注目して作品批評できる。 
 
 

 ・配布物を読み講義予定の箇

所を把握しておく。 
 
 
・配布物を読み講義予定の箇

所を把握しておく。 
 
 
 
 

＜中間試験＞  (A)、(B)2-4 について達成度を確認する。   

5 モダニズムとポスト・モダン 
（5 は村上春樹世代の作品を取

り上げる） 
 

(C) 韻文（詩作品） 
（取り上げる作家・作品は予定） 

6 日本語の表現可能性（谷川

俊太郎、吉岡実、吉増剛造） 
7 翻訳の詩と原詩の対照 

（シラー、リルケ、ハイネ） 
8 歳時記と厳格形式 

（日本の定型詩小論） 
 

(D) 近代文学・現代文学の歴

史 
9 近代国家と文学 
10 モダンとモダニズム 

 
 

4 
 
 
 
 
 
2 
 
2 
 
2 
 
 
 
 
2 
2 

□5 現代文学の傾向を時代的に理解して論述できる。 
□ ＊ 上記の理解に基づいて自分の意見を入れて批評でき

る。 
 
 
 
□6 日本の現代詩での表現の仕組みを理解し批評できる。 
 
□7 西欧の詩の作り方に沿って表現の仕組みを批評できる。 
 
□8 伝統的な俳句・短歌の描写を評価できる。 
□ ＊ 上記の理解に基づいて自分の意見を入れて批評でき

る。 
 
 
□9 近代文学成立史の概略を理解して論述できる。 
□10 モダニズム思潮の傾向を理解して論述できる。 
□ ＊ 上記の理解に基づいて自分の意見を入れて批評できる 

 ・配布物を読み講義予定の箇

所を把握しておく。 
 
 
・配布物を読み講義予定の箇

所を把握しておく。 
 
 
 
 
 
 
 
・配布物を読み講義予定の箇

所を把握しておく。 

＜期末試験＞ 
＜答案返却・解説＞ 
 

 
1 

 

(B)5、 (C) (D)について達成度を確認する。 
各試験での教員からのフィードバックを元に理解と批評能力を深

める。 
  

〔教科書〕プリントで配布（資料や執筆したレポート等のファイリングをお願いする） 

〔参考書・補助教材〕読書案内は随時授業中に行なう 

〔成績評価の基準〕定期試験（レポート試験、2回）100％＋授業態度(—10％) 

〔本科（準学士課程）／専攻科課程の学習・教育到達目標との関連〕2-a, 4-b 

〔教育プログラムの学習・教育到達目標との関連〕1-1, 2-1 

〔JABEEとの関連〕 基準1(2)(a)，基準1(2)(f) 

〔教育プログラムの科目分類〕(1)① 

 Memo 



 

平成28年度 シラバス 
学年・期間・区分 ４年次 ・ 前期／後期 ・ B群 
対象学科・専攻 機械，電気電子，電子制御，情報，土木工学科  

韓 国 文 化 
（Korean Culture） 

担当教員 鄭 潤在（Jung , yun jae） 
教員室 学生共通棟１階 非常勤講師控室（TEL：42-2167） 
E-Mail alicebridal@yahoo.co.jp 

教育形態／単位の種別／単位数 講義 ／ 学修単位〔講義Ⅱ〕／ ２単位 
週あたりの学習時間と回数 〔授業（90分）＋自学自習（210分）〕×15回 ※適宜，補講を実施する 
〔本科目の目標〕 まずは、自己紹介を韓国語で出来るようになることを目指す。そして、旅行の場面で使う韓国語をとおして、

韓国文化への興味を深めていく。また、講義の中で取り上げる、韓国の音楽・教育・芸術・伝統・スポーツなどの話題をとおして、

韓国語・韓国文化への理解・関心の促進に役立てる。 
〔本科目の位置付け〕 4 年次の教養科目である。韓国語の文字、基礎会話を修得することを前提とすると共に韓国の文化を学ん

で理解することで自国の以外の文化の接し方や付き合い方を学ぶ。 
〔学習上の留意点〕 実際、使える会話中心の学習になるので積極的に授業に取り組む姿勢を求める。最終回の講義で、自己紹介

を韓国語で発表出来るようにすること。また、韓国語・韓国文化に関する小レポートでさらに韓国への理解を高めること。なお，

本科目は学修単位〔講義Ⅱ〕科目であるため，指示内容について200分程度の自学自習（予習・復習）が必要である． 
〔授業の内容〕 

授 業 項 目 時限数 授業項目に対する達成目標 予習の内容 
 
1. オリエンテーション 
ハングル文字（１） 

 
2. ハングル文字（２） 
基本的な挨拶と自己紹介 

 
3. ハングル文字（３） 
基本的な挨拶と自己紹介 

 
4. 韓国語で名前を書く 
 
 
5. 指定詞と指定詞の否定形 
 
 
 
6.存在詞の疑問形と下さいの表

現 
 
 
7. 数詞 
 
 
 
8.   ―中間試験― 
 
 
9. 数詞と単位 
 
10. 韓国の儒教 
 
11. 存在詞、指定詞と位置・方向 
 
12. 韓国の食文化 
 
13. 日本との文化の違い 
 
 

 
2 
 
 
2 
 
 
2 
 
 
2 
 
 
2 
 
 
 
2 
 
 
 
2 
 
 
 
2 
 
 
2 
 
2 
 
2 
 
2 
 
2 
 
 

 
□ ハングルの創製背景、及び文字の特徴が理解できる。 
 
 
□ 基本子音、母音を理解し、文字の組み立てができる。 
 
 
□ バッチムが理解できる。 
□ 韓国の挨拶と簡単な自己紹介ができる。 
 
□ 連音化などの発音の変化が理解できる。 
□ 基本的な挨拶ができる。 
 
□ 指定詞の理解ができる。 
□ 日本語の韓国語表記方が理解できる。 
□ 指定詞の否定形の理解ができる。 
 
□ 下さいの表現ができる。 
□ 存在詞と存在詞の疑問形が理解できる。 
□ 曜日が韓国語で言える。 
 
□ 固有数字と漢数字が理解できる。 
□ 色々な単位が理解できる。 
 
 
授業項目1～7について達成度を確認する。 
 
 
□ 様々な単位と共に数字が自由に表現ができる。 
 
□ 韓国社会の基本生活の教えである儒教が理解できる。 
 
□ 韓国語で「～の方ですか」の表現ができる。 
 
□ 韓国の食べ物と食文化が理解できる。 
 
□ 日本と韓国の文化の相違点が理解できる。 
 
 

 
教科書p.12～p.29 
 
 
教科書p.30～p.39 
 
 
教科書p.44～p.47 
教科書p.50～p.56 
 
教科書p.48 
 
 
教科書p.58,60～p.70 
教科書p.59,71 
 
 
教科書p.74～p.75 
教科書p.108～p.111 
 
 
教科書p.72,73,113,137 
 
 
 
 
 
 
教科書p.72,73,113,137 
 
レポートなど。 
 
教科書p.74,100,116,118 
p.134 
 
 
教科書p.82,84～p.91 
 
 

  ＞＞＞ 次頁へつづく ＞＞＞  
 
  



〔授業の内容〕 
授 業 項 目 時限数 授業項目に対する達成目標 予習の内容 

  ＞＞＞ 前頁からのつづき ＞＞＞  
 
14. 家族と言葉 
 
 
15. 動詞の活用（２） 
 
 
17. 自己紹介 
 
 
18.  ―期末試験― 
 

―答案返却・解説― 
 

 
2 
 
 
2 
 
 
2 
 
 
2 
 
2 
 

 
□ 韓国の家族の文化を理解し、家族構成員の呼び方を
韓国語で言える。 

 
□ 해요体の作り方が理解できる。 
 
 
□ 家族構成、歳、趣味など自己紹介ができる。 
 
 
授業項目9～18について達成度を確認する。 
 
各試験において誤った部分を自分の課題として把握する

（非評価項目） 

 
教科書p.82,84～p.91 
 
 
教科書p.96,97,99, 
102～107 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔教科書〕 『ひとりで学べる韓国語会話』 李 清一著、 高橋書店 
〔参考書・補助教材〕 適宣プリントを配布する 
〔成績評価の基準〕 中間および期末試験の成績（80%）+ レポート成績（20%）- 授業態度（10%） 
〔本科（準学士課程）の学習・教育目標との関連〕 2－c，4－b 
〔教育プログラムの学習・教育目標との関連〕 2－3，4－3 
〔JABEEとの関連〕 基準1(2)(a), 基準1(2)(f) 
〔教育プログラムの科目分類〕(1)② 

Memo  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 

平成28年度 シラバス 
学年・期間・区分 ４年次 ・ 前期／後期 ・ B群 
対象学科・専攻 機械，電気電子，電子制御，情報，土木工学科  

中 国 文 化 
（Chinese Culture） 

担当教員 張 紹妤（Chang , Shaw-Yu） 
教員室 学生共通棟１階 非常勤講師控室（TEL：42-2167） 
E-Mail Csy13@hotmail.com 

教育形態／単位の種別／単位数 講義 ／ 学修単位〔講義Ⅱ〕／ ２単位 
週あたりの学習時間と回数 〔授業（90分）＋自学自習（210分）〕×15回  ※適宜，補講を実施する 
〔本科目の目標〕 第二外国語中国語のコミュニケーション能力に必要な基礎文法知識を習得する。 
〔本科目の位置付け〕 中国語を習得だけではなく、中国語の学習を通して、中国の社会、文化に興味を持たせ、簡単な日常的コ

ミュニケーション能力を身につけることが目標とする。 
〔学習上の留意点〕 
① 本科目は学修単位〔講義Ⅱ〕科目であるため，指示内容について200分程度の自学自習（予習・復習）を欠かさないこと。 
② 授業中の聞き、話す、コミュニケーションの対話などが何度も音読すること。 
③ 学生の学習状況によって内容を調整することがある。 
〔授業の内容〕 

授 業 項 目 時間数 授業項目に対する達成目標 達成 予習の内容 
 
1. 基礎発音練習Ⅰ 
 
 
2. 基礎発音練習Ⅱ 
 
 
3. 文の組み立て 
（名詞述語文） 

 
4. 文の組み立て（指示代詞） 
 
 
5. 文の組み立て 

（形容詞述語文） 
6. 復習、応用問題ほか 
 
 

―前期/後期中間試験― 
 

 

7. 文の組み立て（助詞） 
 

 

8. 存在表現Ⅰ 
 

 

9. 存在表現Ⅱ 
 

 

10. 時間表現 
 

 

11. 文の組み立てⅠ 
 

 

12. 文の組立てⅡ 
 

 

 
2 
 
 
2 
 
 
2 
 
 
2 
 
 
2 
 
 
 
 
 
 
 
2 
 
 
2 
 
 
2 
 
 
2 
 
 
2 
 
 
2 
 
 

 
□ ①ビンイン表記の原則 ②母音 ③子音＋母音 ④声

調（四声） 
 
□ ①有気音と無気音 ②複韻母 ③鼻音を伴った韻母 
 
 
□ 名詞述語文を理解し、正しく使用することができる。 
 
 
□ 指示代詞を理解し、正しく使用することができる。 
 
 
□ 形容詞述語文の組み立て、形容詞を理解し正しく使用

することができる。 
授業項目１～５について復習する。 
 
 
授業項目１～６について達成度を確認する。 
 
 
□ 助詞「的」を理解し、正しく使用することができる。 
 
 
□ 数詞、量詞や話法を理解し、正しく使用することができ

る。 
 
□ 存在動詞を理解し、正しく使用することができる。 
 
 
□ 時刻、日付、曜日の言い方や話法を理解し、正しく使用

することができる。 
 
□ 肯定文、否定文を理解し、正しく使用することができる。 
 
 
□ 疑問文、反復疑問文、選択疑問文を理解し、正しく使用

することができる。 
 
 

＞＞＞ 次頁へつづく ＞＞＞ 
 

  
各授業内容について、教科

書を読み、概要を理解してお

くこと。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



   
〔授業の内容〕 

授 業 項 目 時間数 授業項目に対する達成目標 達成 予習の内容 
 
 
 
 
13. さまざまな表現 
 
 
14. 可能表現Ⅰ 
 
 
15. 可能表現Ⅱ 
16. 総合復習、応用問題ほか 
 
 

―前期/後期期末試験― 
 
  ―答案返却・解説― 
 

 
 
 
 
2 
 
 
2 
 
 
2 
 
 
 
 
 
2 
 

 
＞＞＞ 前頁からのつづき ＞＞＞ 

 
 
□ さまざまな表現を正しく使用することができる。 
 
 
□ 可能の「能」を理解し、正しく使用することができ

る。 
 
□ 可能の「会」を理解し、正しく使用することができる。 
□ これまでに学習した重要表現を正しく使用することがで

きる。 
 
授業項目1～16 について達成度を確認する。 
 
各試験において間違えた部分を自分の課題として把握す

る（非評価項目）。 

  
 
 
 
各授業内容について、教科

書を読み、概要を理解してお

くこと。 
 
 
 
 
 

〔教科書〕日中いぶこみ広場 朝日出版 
〔参考書・補助教材〕 
〔成績評価の基準〕 中間、期末試験成績（60％）＋ 平常点（40％）－授業態度（最大20％） 
〔本科（準学士課程）の学習・教育到達目標との関連〕 4－b 
〔教育プログラムの学習・教育到達目標との関連〕 2－3，4－3 
〔JABEEとの関連〕 基準1(2)(a), 基準1(2)(f) 
〔教育プログラムの科目分類〕(1)② 

Memo  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成28年度 シラバス 
学年・期間・区分 4年次 ・ 前期／後期 ・B群 
対象学科・専攻 機械工学科・電気電子工学科・電子制御工学科・情報工学科・

都市環境デザイン工学科 

            線形代数 Ⅳ 
 （Linear Algebra Ⅳ） 

担当教員 村上 浩 (Murakami,  Hiroshi) 
教員室 一般科目棟３階（TEL. 42 - 9046） 
E-Mail h_muraka@kagoshima-ct.ac.jp 

教育形態／単位の種別／単位数 講義 ／ 学修単位〔講義Ⅰ〕／ １単位 
週あたりの学習時間と回数 〔授業（90分）＋自学自習（60分）〕×15回  ※適宜，補講を実施する 
〔本科目の目標〕 
線形空間および線形写像について学び、問題演習によりさらに理解を深める。 

〔本科目の位置付け〕 
(1) 数学基礎ⅠⅡⅢⅣ，線形代数ⅠⅡⅢ，微積分学ⅠⅡⅢⅣの知識を前提とする。 
(2) 線形代数は多くの分野で必須のものである。 
〔学習上の留意点〕 
(1) 教科書を参考に予習を行うこと。講義はまじめに，集中して受講すること。 
(2) 受講後は教科書や問題集などで問題を解き，具体的な問題の解法を習得すること。 
(3) 解けない問題やわからない項目などは担当教員に質問を行うこと。 
なお，本科目は学修単位〔講義Ⅰ〕科目であるため，指示内容について60分程度の自学自習（予習・復習）が必要である． 
〔授業の内容〕 

授 業 項 目 時間数 授業項目に対する達成目標 達成 予習の内容 
１．ベクトル空間 
 
 
 
 
 
― 中間試験 ― 
 
２．編入学試験問題などによ

る問題演習 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
― 期末試験 ― 
 
答案返却・解説 

 
  2 

4 
4 
4 
 
 
 

14 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2 

 
□ベクトル空間の公理と部分空間の定義を説明できる。 
□ベクトルの一次独立、一次従属の定義を説明できる。 
□ベクトル空間の次元、基底の定義を説明できる。 
□線形写像、像、核の定義を説明できる。 
 
授業項目1．に対して到達度を確認する。 
 
 
□内積を用いて２つのベクトルのなす角を求めることがで

きる。特に垂直であるための条件を説明できる。 
□２つのベクトルが平行であるための条件を説明できる。 
□空間における平面や球面の方程式について説明でき

る。 
□行列の演算ができる。 
□掃出し法を用いて連立一次方程式の解や、逆行列を求

めることができる。 
□行列式の値を求めることができる。 
□一次変換、特に原点を中心とした回転移動による平面図

形の像を求めることができる。 
□行列の固有値、固有ベクトルを求めて対角化することが

できる。 
 
授業項目2．に対して到達度を確認する。 
 
各試験において間違った部分を自分の課題として把握す

る（非評価項目）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
配布するプリントや２，３年生

で用いた教科書を読み概要

を把握しておく。 
 
 
 
 
 
配布するプリントにある演習

問題を自分で解く。 

〔教科書〕なし。適宜プリントを配布する。 
〔参考書・補助教材〕「新版線形代数」岡本和夫ほか著 実教出版 
                   「新編 高専の数学問題集２（第２版）」田代嘉宏編 森北出版 
〔成績評価の基準〕定期試験(中間試験・期末試験)[80%] ＋ 平常点(レポート)[20%] ― 授業態度[20%] 
〔本科（準学士課程）の学習・教育到達目標との関連〕 3-a 
〔教育プログラムの学習・教育到達目標との関連〕 3-１  
〔JABEEとの関連〕 基準1(2)(c)  
〔教育プログラムの科目分類〕 （２）① 

Memo  

 



 

平成28年度 シラバス 
学年・期間・区分 ４年次 ・ 前期／後期 ・ B群 
対象学科・専攻 機械、電気電子、電子制御、情報、都市環境デザイン工学科 

微 分 方 程 式 
（Differential Equation） 

担当教員 拜田 稔（Haida , Minoru） 
教員室 一般科目棟３階（ＴＥＬ：４２－９０５１） 
E-Mail haida @ kagoshima-ct.ac.jp 

教育形態／単位の種別／単位数 講義／ 学修単位〔講義Ⅰ〕／１単位 
週あたりの学習時間と回数 〔授業（９０分）＋自学自習（６０分）〕×１５回  ※適宜、補講を実施する。 
〔本科目の目標〕 
基本的な微分方程式の解法や演算子法を習得すること。 

〔本科目の位置付け〕 
（１）数学基礎 I～IV、線形代数 I～II、微積分学 I～IVの知識を前提とする。 
（２）微分方程式は自然現象の解析に必要不可欠な道具であり、工学や自然科学の基礎である。 
〔学習上の留意点〕 
（１）授業中に解いた問題やその類題または章末の演習問題を、自分で何回か解いてみること。 
（２）問題をノートに解くときは、メモ書きではなく、試験の答案のつもりで正確に書くようにすること。 
〔授業の内容〕 

授 業 項 目 時間数 授業項目に対する達成目標 達成 予習の内容 
１．微分方程式 
（１）微分方程式と解 
（２）変数分離形微分方程式 
（３）同次形微分方程式 
（４）線形微分方程式 
 
（５）完全微分形方程式 
（６）クレーローの微分方程

式 
（７）１階高次微分方程式 
２．２階微分方程式 
（１）１階常微分方程式に 
   なおす方法 
 

― 中間試験 ― 
 

（２）２階線形微分方程式 
（３）定数係数２階線形 

微分方程式 
３．線形微分方程式と 

演算子法 
（１）定数係数同次線形 

微分方程式 
（２）定数係数非同次線形 

微分方程式 
（３）変数係数線形微分 

方程式 
（４）連立線形微分方程式 
 

― 期末試験 ― 
試験答案返却・解説 

 
１ 
２ 
２ 
３ 
 
１ 
１ 
 
１ 
 
３ 
 
 
 
 
２ 
１ 
 
 

 
４ 
 
５ 
 
１ 
 
１ 
 
 
２ 

 
□ 微分方程式の用語が説明できる。 
□ 変数分離形の微分方程式を解くことができる。 
□ 同次形の微分方程式を解くことができる。 
□ １階線形微分方程式を解くことができる。 
□ ベルヌーイの微分方程式を解くことができる。 
□ 完全微分形方程式を解くことができる。 
□ クレーローの微分方程式を解くことができる。 
 
□ １階高次微分方程式を解くことができる。 
 
□ ２階微分方程式を１階微分方程式になおして解くことが 
  できる。 
 
授業項目１の各内容に対して到達度を確認する。 
 
□ ２階線形微分方程式を解くことができる。 
□ 定数係数２階線形微分方程式を解くことができる。 
 
 
 
□ 定数係数同次線形微分方程式を解くことができる。 
 
□ 定数係数非同次線形微分方程式を解くことができる。 
 
□ オイラーの線形微分方程式を解くことができる。 
□ 完全微分方程式を解くことができる。 
□ 演算子法を用いて連立微分方程式を解くことができる． 
 
 
授業項目２．３．に対して到達度を確認する。 
試験において間違えた部分を自分の課題として把握する 
（非評価項目）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

p.1－p.24 の内容について 
概要を把握しておく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
p.25－p.68 の内容について 
概要を把握しておく。 
 
 
 

〔教科書〕     「微分方程式要論」田代嘉宏 著、森北出版 
〔参考書・補助教材〕「新編 高専の数学３ 問題集（第２版）」田代嘉弘 編、森北出版 

〔成績評価の基準〕 中間・期末試験（７５％）＋問題演習（２５％）－（授業態度＋欠席状況）（最大２０％） 
〔本科（準学士課程）の学習・教育到達目標との関連〕 ３－ａ 
〔教育プログラムの学習・教育到達目標との関連〕 ３－１ 
〔JABEEとの関連〕 基準１（２）（ｃ）  
〔教育プログラムの科目分類〕（２）① 

 Memo                                                                                             



 

平成28年度 シラバス 
学年・期間・区分 ４年次 ・ 前期／後期 ・ B群 
対象学科・専攻 機械，電気電子，電子制御，情報，都市環境デザイン工学科 

統 計 学 
（Statistics） 

担当教員 松浦 將國（Matsuura , Masakuni） 
教員室 一般科目棟3階（TEL：42-9050） 
E-Mail matsuura#kagoshima-ct.ac.jp （#→@） 

教育形態／単位の種別／単位数 講義 ／ 学修単位〔講義 I〕／ １単位 
週あたりの学習時間と回数 〔授業（90分）＋自学自習（60分）〕×15回  ※適宜補講を実施する． 
〔本科目の目標〕 

(1) 確率分布（特に正規分布）の確率密度関数が正確に書け，かつ確率分布の計算ができること． 
(2) 正規分布に従うデータの母平均の区間推定や仮説検定ができること． 

〔本科目の位置付け〕 
(1) 本科3年次までに学ぶ微分積分学などの内容を前提とする． 
(2) 統計学は科学技術，工学，情報科学，経済学，社会学などの分野で必須である． 

〔学習上の留意点〕 
(1) 本講義は毎回の予習を前提とする．教科書にある用語や記号を具体例とともに確認し，例題も解いておくこと． 
(2) 毎週一度は問題を解いて具体的な問題の解法を習得すること． 
(3) 毎回関数電卓を持参すること． 

なお，本科目は学修単位〔講義 I〕科目であるため，指示内容について60分程度の自学自習（予習・復習）が必要である． 
〔授業の内容〕 

授 業 項 目 時間数 授業項目に対する達成目標 達成 予習の内容 
 

１．確率分布 

 

 

 

２．正規分布 

 

 

 

３．統計量 

 

 

 

前/後学期中間試験 

 

４．統計的推定 

 

 

 

 

５．統計的検定 

 

 

前/後学期末試験 

 

試験問題の返却・解説 
 

 

６ 

 

 

 

６ 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

２ 
 

 
□ 一様分布，二項分布，ポアソン分布などの確率密度関

数が式で表現できて，かつ確率分布に関する計算がで

きる． 
 
□ 正規分布の確率密度関数が書け，かつ教科書の問題が

解ける． 

□ 二項分布の正規分布による近似を説明できる． 
 
□ 母平均と標本平均，母分散と標本分散の違いを説明で

きる．中心極限定理を直観的に説明できる． 
 
 
授業項目１～３について達成度を確認する． 
 
□ 正規母集団の母平均の信頼区間を計算することができ

る． 
 
 
 
□ 分布表から棄却域を計算し，かつ正規分布に従うデー

タの母平均の仮説検定ができる． 
 
授業項目４～５について達成度を確認する． 
 
試験答案の解説を行うことで間違えた部分を自分の課題と

して把握する（非評価項目）． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
P55-p.69 について，教科書を

読んで概要を把握しておくこ

と． 
 
p.70-p.77 の内容について，教

科書を読んで概要を把握して

おくこと． 
 
p.78-p.88 の内容について，教

科書を読んで概要を把握して

おくこと． 
 
 
 
p.94-p.100 の内容について，教

科書を読んで概要を把握して

おくこと． 
 
 
p.107-p.114 の内容について，

教科書を読んで概要を把握し

ておくこと． 
 
 
 
 

〔教科書〕 新確率統計，高遠節夫ほか，大日本図書 
〔参考書・補助教材〕 新統計入門，小寺平治，裳華房 
〔成績評価の基準〕 中間・期末試験（75％）＋{問題演習－(授業態度＋欠席状況)}（25％） 
〔本科（準学士課程）の学習・教育到達目標との関連〕 3-a 
〔教育プログラムの学習・教育目標との関連〕 3-１  
〔JABEEとの関連〕 基準1(2)(c) 
〔教育プログラムの科目分類〕 （２）① 

Memo   

  

 



 

平成28年度 シラバス 
学年・期間・区分 4 年次 ・ 前期 ・Ｂ群 
対象学科・専攻 機械，電気電子，電子制御，情報，都市環境デザイン工学科 

数学演習 
（Exercises in Mathematics） 

担当教員 嶋根 紀仁（Shimane ，Norihito） 
教員室 一般科目棟３階 （TEL：42-9047） 
E-Mail shimane （最後に@kagoshima-ct.ac.jpを付けて下さい） 

教育形態／単位の種別／単位数 講義・演習 ／ 学修単位〔講義Ⅰ〕 ／ 1単位 
週あたりの学習時間と回数 〔授業（ 90 分）＋自学自習（ 60 分）〕× 15 回  ※適宜，補講を実施する 
〔本科目の目標〕 

(1) 線形代数，微分積分の基礎概念の確認 
(2) 線形代数，微分積分に関する基本的な演算の修得 

〔本科目の位置付け〕 
(1) 編入生に向けて線形代数，微分積分の基礎事項の確認と演習を行う 
(2) 線形代数，微分積分の概念および演算は理工系学問の基礎として多くの分野で利用されている 

〔学習上の留意点〕 
(1) 予習として、既習の内容、新しい関数や公式を確認しておき、例や例題を解いておくこと 
(2) 疑問点について質問を行い，後に残さないように心がけること 
(3) 復習により基礎概念、演算方法をまとめておくこと 
(4) 自学自習として各自のレベルにあった問題を解くことにより、基礎概念の理解だけでなく、演算方法の定着をはかること 

〔授業の内容〕 
授 業 項 目 時間数 授業項目に対する達成目標 達成 予習の内容 

 
１．ベクトル 
 
 
 
２．行列 
 
 
 
３．行列式 
 
 
 
 
―― 前学期中間試験 ―― 
 

 
4 
 
 
 
4 
 
 
 
6 
 
 
 
 
 

 
□ ベクトルの演算ができる 
□ ベクトルの内積の計算ができる 
 
 
□ 行列の演算ができる 
□ 正則な２次の正方行列の逆行列を求めることができる 
□ 掃き出し法を使うことができる 
 
□ 行列式の値を求めることができる 
□ 行（列）基本変形を使うことができる 
□ 行列式を展開することができる 
□ 正則な行列の逆行列を求めることができる 
 
授業項目１～３について達成度を確認する 
 

＞＞＞ 次頁へつづく ＞＞＞ 
 

  
線形代数（p.8～p.23，p.36～
49）を読んで概要を把握して
おく 
 
線形代数（p.64～p.73，p.76
～p.81，p.86～p.91）を読んで
概要を把握しておく 
 
線形代数（p.98～99，p.103～
p.118，p.120～122）を読んで
概要を把握しておく 
 
 
 

 



   
〔授業の内容〕 

授 業 項 目 時限 授業項目に対する達成目標 達成 予習の内容 
 
 
 
４．微分法 
 
 
 
 
５．積分法 
 
 
 
 
―― 前学期期末試験 ―― 

 
答案の返却解説 

 
 
 
6 
 
 
 
 
8 
 
 
 
 
2 

 
＞＞＞ 前頁からのつづき ＞＞＞ 

 
□ 積と商の微分，合成関数の微分を使うことができる 
□ 三角関数と逆三角関数の導関数を求めることができる 
□ 対数関数と指数関数の導関数を求めることができる 
 
 
□ 不定積分の演算ができる 
□ 定積分の値を求めることができる 
 
 
 
授業項目４～５について達成度を確認する 
 
試験において間違えた部分を自分の課題として把握する

（非評価項目）。 
 

  
 
 
微分積分（p.33～p.42，p.46
～p.50，p.56～p.62，p.65～
p.70）を読んで概要を把握し
ておく 
 
微分積分（ p.113～p.118，
p.121～126，p,140～p.141，
p.153～p.161）を読んで概要
を把握しておく 
 

〔教科書〕 新版 線形代数 岡本和夫 実教出版 
      微分積分 改訂版 矢野健太郎 石原繁 編 裳華房 
〔参考書・補助教材〕 新版 線形代数 演習 岡本和夫 実教出版 
〔成績評価の基準〕中間・期末試験（70点）＋{問題演習－(授業態度＋欠席状況)}（30点） 
〔本科（準学士課程）の学習・教育到達目標との関連〕 3-a 
〔教育プログラムの学習・教育到達目標との関連〕 3-1 
〔JABEEとの関連〕 基準1(2)(c) 
〔教育プログラムの科目分類〕（2）①     

Memo  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

平成28年度 シラバス 
学年・期間・区分 ４年次 ・ 前期／後期 ・ B群 
対象学科・専攻 機械，電気電子，電子制御，情報，都市環境デザイン工学科 

宇 宙 科 学 概 論 
（Introduction to Space Science） 

担当教員 篠原 学（Shinohara , Manabu） 
教員室 一般科目棟３階（TEL：42-9055） 
E-Mail shino@kagoshima-ct.ac.jp 

教育形態／単位の種別／単位数 講義 ／ 学修単位〔講義Ⅰ〕 ／ １単位 
週あたりの学習時間と回数 〔授業（90分）＋自学自習（60分）〕×15回  ※適宜，補講を実施する 
〔本科目の目標〕 
宇宙開発の分野でも活躍できる技術者が知っておくべき基礎科学を学び、宇宙及び地球についての理解と関心を深める。 
〔本科目の位置付け〕 
３学年までに学習した物理の基本を理解している事を前提とし、これらの応用という位置付けで宇宙及び地球を理解する。 
〔学習上の留意点〕 授業では主にプロジェクターを利用し、写真やグラフ、動画など最新の観測データを紹介する。また、重要

事項を定着させるために、講義内容に関する平常テストを適宜実施する。なお，本科目は学修単位〔講義Ⅰ〕科目であるため，指

示内容について60分程度の自学自習（予習・復習）が必要である． 
〔授業の内容〕 

授 業 項 目 時間数 授業項目に対する達成目標 達成 予習の内容 
 
１．太 陽 
 
 
 
３． 基礎的力学 1 
 
 
 
－前期又は後期中間試験－ 
 
２． 地球磁気圏 
 
 
 
 
 
 

 

 

３． 基礎的力学 2 
 

 

 

４．膨張する宇宙 

 

 

－前期末又は後期末試験－ 

 

答案の返却・解説 

 

 
8 
 
 
 
6 
 
 
 
 
 
6 
 
 
 
 
 
 
 
 
4 
 
 
 
4 

 

 

 
 
2 

 

 
□ 太陽の構造を理解し、放射の仕組みについて説明でき
る。 
□ 黒点の性質、長期的な変動について説明できる。 
□ 太陽フレア、太陽風について説明できる。 
□ ケプラーの法則、天体運動について説明できる。 
□ 天動説から地動説へ至る科学的発見の経緯について
説明できる。 

 
授業項目１～２について達成度を確認する 
 
□主磁場の広がりである磁気圏を理解し、太陽風との相互

作用を説明できる。 
□ オーロラの発生機構について理解し、太陽との関係を
説明できる。 
□ 太陽からやって来る放射線の危険性について説明で
きる。 
□ 地球周辺の宇宙空間の電磁環境変動について説明で
きる。 

 
□ ロケットの原理を理解し、最終速度を計算できる。 
□ 人工衛星の力学から、第１及び第２宇宙速度を計算で
きる。 

 
□ ドップラー効果を用いてハッブルの法則についての考
え方を説明できる。 

 
授業項目３～４について達成度を確認する。 
 
試験において間違えた部分を自分の課題として把握する

（非評価項目）。 

  
 
 
 
 
物理の力学の基礎項目を確

認しておく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
物理の力学の基礎項目を確

認しておく。 
 
 
物理の音波におけるドップラ

ー効果の項目を確認してお

く。 
 
 
 

〔教科書〕 なし 
〔参考書・補助教材〕 なし 
〔成績評価の基準〕 中間および期末試験(70％)＋平常テスト(30％) 
〔本科（準学士課程）の学習・教育到達目標との関連〕 3-a 
〔教育プログラムの学習・教育到達目標との関連〕 3-1 
〔JABEEとの関連〕 基準1(2)(c) 
〔教育プログラムの科目分類〕 (2)① 

Memo  

 

 



 

平成28年度 シラバス 
学年・期間・区分 ４年次 ・ 後期 ・ B群 
対象学科・専攻 機械，電気電子，電子制御，情報，都市環境デザイン工学科 

物 理 学 演 習 
（Physics Practice） 

担当教員 野澤 宏大（Nozawa , Hiromasa） 
教員室 一般科目棟３階（TEL：42-9054） 
E-Mail nozawa@kagoshima-ct.ac.jp 

教育形態／単位の種別／単位数 講義 ／ 学修単位〔講義Ⅰ〕／ １単位 
週あたりの学習時間と回数 〔授業（90分）＋自学自習（60分）〕×15回  ※適宜，補講を実施する 

〔本科目の目標〕物理の基本である力学を中心にした総合問題を解くことによって、自然現象や物理法則への理解を深める。 
大学３年次への編入試験や公務員試験を想定した例題を扱うことにより、答案の作成方法を身につける。 
〔本科目の位置付け〕「一般物理」「物理学」「微積分」の知識が必要であり、工学全般を理解するための基礎となる。 
 
〔学習上の留意点〕演習問題は、主に過去の大学編入学試験問題における物理分野を参考にする。問題の内容を深く理解する為に、

毎回の予習と復習が必要である。 
〔授業の内容〕 

授 業 項 目 時間数 授業項目に対する達成目標 達成 予習の内容 
 
１．力学（質点と剛体の運動） 

 
 

 

 

 

 

－ 後学期中間試験 － 

 

試験答案の返却・解説 

 

 

１．力学（質点と剛体の運動） 

 

 

２．熱・熱力学 

 

 

 

３．波動 

 

 

 
 

－ 後学期末試験 － 

 

試験答案の返却・解説 

 
１４ 

 
 
 
 
 
 
 
 
２ 
 
 
２ 
 
 
４ 
 
 
 
６ 
 
 
 
 
 
 
２ 

 
□ MKS 単位系、基本的な物理定数を説明できる。 

□ 運動方程式を立てて、加速度・速度・変位を求めるこ

とができる。 

□ 運動量と力積の関係、運動量保存則を説明できる。 

□ 力学的エネルギー保存則を説明できる。 

 

 

授業項目１について達成度を確認する。 

 

試験において間違えた部分を自分の課題として把握す

る（非評価項目）。 
 
□ 剛体の慣性モーメントを導出し、剛体の回転運動を

調べることができる。 

 
□ 熱力学の諸法則を説明できる。 

□ 等温変化と断熱変化における、気体のする仕事を求

めことができる。 

 

□ 弦や気柱の固有振動を説明できる。 

□ 波動方程式を説明できる。 

□ ドップラー効果を説明できる 

 

 

授業項目２～４について達成度を確認する。 

 

試験において間違えた部分を自分の課題として把握す

る（非評価項目）。 

  

単位系と次元を見直してお

く。 

運動の３法則を見直してお

く。 

運動量保存則と力学的エネ

ルギー保存則を見直してお

く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

熱力学の諸法則を見直して

おく。 

 

 

波動に関して見直しておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔教科書〕なし 
〔参考書・補助教材〕「力学Ⅰ」、「力学 II」、「熱・波動」、「電磁気・原子」:大日本図書 
〔成績評価の基準〕中間および期末試験(70％)＋平常テスト(30％) 
〔本科（準学士課程）の学習・教育到達目標との関連〕 3-a 
〔教育プログラムの学習・教育到達目標との関連〕3-1 
〔JABEEとの関連〕  (c) 
〔教育プログラムの科目分類〕 (2)① 

Memo  
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